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１．背景・目的  

国土交通省は，ICT 技術を導入し，建設全体の生産性向上を図る i-Construction を進めている．その取り組みの

一つに，３次元データの活用がある．具体的には，起工測量や土工部出来高管理において，数量算出や検査のたび

に行われた平面図や断面図の 2 次元図面を作成する作業を省き，3 次元データをそのまま活用することで生産性向

上を図るものである．近年，UAV(Unmanned Aerial Vehicle)写真測量で取得したデジタルカメラ画像に

SfM/MVS(Structure from Motion / Multi-View Stereo)を施すことで，高精細な 3 次元データを容易に作成できる

ようになり，UAV 機器導入のし易さと SfM/MVS による 3 次元形状復元の容易さから，多くの建設現場で利用され始

めている．しかし，現状は，SfM/MVS で作成した 3 次元データの品質管理の難しさ，膨大なデータ容量による作業

スピード低下，更に 3次元データの操作の難しさにより，期待された生産性向上効果を発揮できていない． 

そこで，UAV 写真測量と SfM/MVS により作成した 3 次元データの精度管理，および設計図面と現況地形による掘

削土量算出の効率化を目指したシステム（PADMS i-Con）構築を行い，実際の起工測量に適用した．本稿では，シ

ステム開発時の検討内容と導入効果を報告する． 

 

２．PADMS for i-Con の開発方針  

 建設施工者の 3次元データ活用をサポートするために，PADMS for i-Con の開発では，3次元データの一元化，多

彩な可視化，および高い操作性の実現を基本方針と位置づけた．特に，高い操作性を保つための 3 次元データ高速

表示，操作の難しさを補うための多視点連像表示，およびテキスト座標，点群，CG，CAD，LandXML といった多彩な

データ形式の対応に着目して，開発を行った． 

 

３．検証地区 

 検証地区は，奈良県五條市清水地区護岸設置工事現場を選定した．この地区は，平成 23 年台風 12 号の土砂災害

により斜面崩落が発生した山間部の河川地区であり，現在，災害復旧工事として道路建設や河川護岸設置が進めら

れている．この地区の特徴は，高低差約 80m の急傾斜斜面が隣接することである． 

   
４．UAV 写真測量と SfM/MVS による起工測量 

 本稿では，掘削工事前に UAV 写真測量と

SfM/MVS を用いた現況地形把握を実施し，設計

図面との重ね合せから掘削土量を算出した．

一般に，高低差のある地区のUAV写真測量は，

高さ誤差が生じやすいと言われている．この

誤差を軽減するために，1つのコースに写る地

形の高低差が少なくなる斜面に沿った計測コ

ース設定と， 精度管理用の検証点・標定点を

同一高度帯に偏らない配点を行った．UAV で撮 

 キーワード i-Construction ,起工測量，出来高管理，UAV，SfM/MVS，3 次元 

 連絡先  〒556-0017 大阪市浪速区湊町 1-2-3 マルイト難波ビル 8F 株式会社パスコ Tel06-6630-1935 
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図 1 起工測量 精度検証結果 
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